
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前列】 新任→☆ 

氏名 

役職 

主な担当 

 

【後列】 

氏名 

役職 

主な担当 

※新規採用職員：大坪美智子。4/12 より、よろしくお願いします。 

 

城城南南家家保保ニニュューースス  VVooll..22４４--１１ 
熊本県城南家畜保健衛生所  

   〒868-0042 人吉市蟹作町一本杉 1237-1 

     TEL 0966-22-3814  FAX 22-3617 

     E-mail  jounankaho@pref.kumamoto.lg.jp 

        ホームページ http://www.pref.kumamoto.jp/site/179/ 

平成 24 年度 城南家畜保健衛生所職員紹介 

☆野田伸司 川邊久浩 ☆塚原敬典 佐藤敬明 ☆谷 昌文 
所長 参事 主幹・防疫課長 主幹・衛生課長 参事 
総括 肉用牛・薬事 防疫総括 衛生総括 庶務総括 

東 文江 桑原恵美子 村田美聡 村上美雪 

参事 

乳用牛・防疫 

西本章人 

主事 

庶務 

  主任技師 

自衛防疫 臨時職員 鶏・放牧衛生

所長より一言： 

 本年度はこのスタッフで業務遂行に当たります。家畜保健衛生所が表に出ることのない一年で

ありますことを、心から祈念いたします。 
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消毒を再度徹底しましょう！ 

 早いもので、宮崎県での口蹄疫発生

から２年が経とうとしています。発生当初

は、関係者含め、畜産農家の方々は絶対

に自分の農場には口蹄疫ウイルスを侵入

させないぞ！という危機意識の中消毒の

徹底に努めていたと思います。ただ、やは

り過ぎ去ってしまえば、そういった危機意

識も薄れていき消毒や衛生管理がおろそ

かになりがちです。右図や下記にも示して

いますが、アジア諸国を含め海外では、現

在も口蹄疫が発生しています。そこで、今

一度２年前の記憶を思い出し、消毒の徹

底に努め、病気の発生予防に努めましょ

う。 

また、飼養衛生管理基準が改正され、以前より厳しいものとなりましたが、遵守することにより

病気の発生予防に繋がります。病原体を農場内に入れないこと、それから早期発見がとても大

切です。毎日家畜の観察をして、少しでも異常が確認された場合には、すぐに獣医師や家畜保

健衛生所へ連絡してください。 

 

 

 

 
近隣諸国における悪性伝染病発生情報 

 

病名 型 発生地 畜種 件数

台湾 豚 O型 

1 

2 

ロシア 牛 O型 

口蹄疫 

高病原性 
鳥インフルエンザ 

インド 家きん

H5N1 

1 H5N1 家きん 台湾 
低病原性 
鳥インフルエンザ

1 
1 

2 
1 
2 H5N2 家きん台湾 

H5N1 家きん 中国 

H5N1 家きんミャンマー

H5N1 

家きんネパール

（2012年3月発生報告）

家畜の異常を発見したら、家畜保健衛生所までご連絡下さい！
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